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　はじめに

カワハギ科ウマヅラハギ属 Thamnaconus は雌

雄ともに背鰭前部の背縁と臀鰭前部の腹縁が伸長

すること，第 1 背鰭棘後側面の棘が側方を向くこ

と，腰骨の可動部が小さいこと，腹鰭が腰骨の後

端に位置すること，頭長が体高とほぼ同長である

こと，尾柄部に小棘を欠くことなどの特徴をもち

（Hutchins, 1977, 2001），日本からはアズキウマヅ

ラ T. fijiensis Hutchins and Matsuura, 1984，サラサ

ハギ T. hypargyreus (Cope, 1871)，キビレカワハギ T. 

modestoides (Barnard, 1927)， ウ マ ヅ ラ ハ ギ T. 

modestus (Günther, 1877)，およびゴイシウマヅラ

ハギ T. tessellatus (Günther, 1880) の 5 種が知られ

ている（林・萩原，2013）．

日本産ウマヅラハギ属のうち，ウマヅラハギ

とキビレカワハギの 2 種のみが鹿児島県における

分布が報告されているが（徳留・川上，1977；鹿

児島県衛生研究所，1991；仲島・松岡，2005，

2006；林・萩原，2013；鏑木，2016），キビレカ

ワハギの記録は，鏑木（2016）がウマヅラハギと

して種子島における分布を報告したもののみに限

られる．

2015 年 12 月 9 日に薩摩半島西方に位置する宇

治群島において 1 個体のキビレカワハギが釣獲さ

れた．本標本は同群島における本種の標本に基づ

く初めての記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Matsuura (1980) を改変した

Matsuura and Chiba (2007) にしたがった．標準体

長は体長と表記し，体各部の計測はデジタルノギ

スを用いて 0.1 mm までおこなった．キビレカワ

ハギの生鮮時の体色の記載は，固定前に撮影され

た宇治群島産標本（KAUM–I. 83517）のカラー写

真に基づく．標本の作製，登録，撮影，および固

定方法は本村（2009）に準拠した．本報告に用い

た標本は，鹿児島大学総合研究博物館に保管され

ており，上記の生鮮時の写真は同館のデータベー

スに登録されている．本報告中で用いられている

研究機関略号は以下の通り：KAUM －鹿児島大

学総合研究博物館；MTUF －東京海洋大学水産資

料館；OMNH －大阪市立自然史博物館．

　結果と考察

Thamnaconus modestoides (Barnard, 1927)

キビレカワハギ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 83517，体長 255.5 mm，鹿児島

県宇治群島北方（31°13′N, 129°27′E），水深 138 m，

2015 年 12 月 9 日，釣り，小林憲史．

記載　背鰭条数 II, 35；臀鰭条数 34；胸鰭軟条数

13．

体各部測定値の体長に対する割合（%）：体高

38.0；体幅 12.4；頭長 28.7；吻長 24.9；吻端から第

1 背鰭起部までの距離 28.3；吻端から臀鰭起部まで

の距離 63.4；吻端から腹鰭起部までの距離 56.6；

宇治群島から得られた鹿児島県 2例目のキビレカワハギ

畑　晴陵 1・本村浩之 2
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第 2 背鰭基底長 35.4；臀鰭基底長 32.4；鰓孔長 8.8；

眼径 7.4；眼隔域幅 8.5；第 1 背鰭棘長 18.8；背鰭

最長軟条（第 6 軟条）長 16.3；臀鰭最長軟条（第 7

軟条）長 15.4；胸鰭最長軟条長 10.0（第 2 軟条）；

背鰭 1 棘基底後端から第 2 背鰭起部までの長さ

26.0；尾鰭長 26.5；尾柄高 8.6；尾柄長 10.6．

体は前後方向に長い卵型で強く側扁する．体背

縁は吻端から背鰭起部にかけて緩やかに上昇し，

そこから尾鰭基底上端にかけて下降する．体腹縁

は下顎先端から腹鰭起部にかけて下降し，そこか

ら臀鰭起部にかけて急激に上昇する．臀鰭起部か

ら尾鰭基底下端にかけての体腹縁は緩やかに上昇

する．第 1 背鰭起部は瞳孔先端直上，第 1 背鰭基

底後端は眼の後端よりも後方にそれぞれ位置する．

第 2 背鰭起部は臀鰭起部よりも僅かに前方，第 2

背鰭基底後端は臀鰭第 31 軟条起部直上にそれぞれ

位置する．第 2 背鰭の背縁は起部から第 7 軟条後

端にかけて上昇し，そこから緩やかに下降する．

胸鰭基底の上端と下端はいずれも眼の中央よりも

後方に位置する．胸鰭後縁は丸みを帯び，胸鰭後

端は第 1 背鰭鰭膜後端よりも後方に達する．胸鰭

基底上端は口よりも下方に位置する．腰骨後端に

は左右 2 対の鱗からなる鞘状鱗を有し，その関節

部は可動．臀鰭起部は第 2 背鰭第 2 軟条起部直下に，

臀鰭基底後端は第 2 背鰭基底後端よりも後方にそ

れぞれ位置する．臀鰭の復縁は起部から第 7 軟条

後端にかけて下降し，そこから緩やかに上昇する．

尾鰭は円形に近く，後縁中央部は後方へ膨出する．

肛門は正円形を呈し，臀鰭起部の前方に位置する．

鰓孔は裂孔状を呈し，その後端は眼の中央よりも

僅かに後方に位置し，先端は眼の先端よりも僅か

に前方に位置する．眼および瞳孔はともに正円形．

鼻孔は 2 対で前鼻孔と後鼻孔は互いに近接し，眼

の前縁前方に位置する．前鼻孔および後鼻孔はと

もに前後方向に正円形．

色彩　生鮮時の色彩 ― 体は一様に黄色がかった

灰白色を呈し，体背面から体側上部にかけては茶

色がかり，体側下部から体腹面は白色がかる．体

側後部は一様に黄色みが強い．第 1 背鰭各棘は白

色がかった灰色．胸鰭は一様に黄色．第 2 背鰭と

臀鰭の各軟条は白色がかった黄色．第 2 背鰭と臀

鰭の前部の鰭膜は乳白色．尾鰭各軟条は若草色を

呈し，各軟条間の鰭膜は黒褐色．虹彩は金色を呈し，

瞳孔は青みがかった黒色．

Fig. 1. Fresh specimen of Thamnaconus modestoides from the Uji Islands, Kagoshima Prefecture, Japan. KAUM–I. 83517, 255.5 mm SL.
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分布　アフリカ南東岸，マダガスカル，チャゴ

ス諸島，アンダマン諸島，日本，台湾，香港，オー

ストラリア東岸・西岸，およびニューカレドニア

に 分 布 す る（Hutchins, 2001； 林・ 萩 原，2013; 

Matsuura, 2014）．日本国内においては八丈島，小笠

原諸島，神奈川県三浦半島，三重県志摩市，和歌

山県南部，高知県土佐清水市以布利，愛媛県愛南

町深浦，兵庫県浜坂，山口県日本海沿岸，長崎県

五島列島南西沖，および鹿児島県種子島から記録

さ れ て い た が（Randall et al., 1997； 林・ 萩 原，

2013；鏑木，2016），本研究により，鹿児島県宇治

群島における分布が確認された．

備考　宇治群島産の標本は，体が一様に灰色を

呈し，模様が無いこと，臀鰭軟条数が 34 であること，

鰓孔が眼の前半部下方に位置すること，腰骨後端

に左右 2 対の鱗からなる鞘状鱗を有し，その関節

部が可動であること，および体の後半部に小棘を

欠くことなどが，松浦（1997）と林・萩原（2013）

によって報告されたキビレカワハギの標徴と一致

したため，本種と同定された．

キビレカワハギは腰骨後端に左右 2 対の鱗から

なる鞘状鱗を有し，その関節部が可動であること，

体の後半部に小棘を欠くことなどによりウマヅラ

ハギに類似するが，体が一様に灰色を呈すること

（ウマヅラハギでは不規則な雲状斑がある），鰓孔

が眼の前半部下方に位置する（鰓孔が眼の中央下

方に位置する）ことで識別される（松浦，1997；林・

萩原，2013）（Fig. 2）．

Thamnaconus modestoides は Zama and Yasuda 

(1979) によって小笠原近海から得られた 2 個体

（MTUF 23091，体長 259.0 mm, MTUF 23775，体長

230.0 mm）に基づき，日本から初めて報告され，

同時に本種に対し，和名キビレカワハギが提唱さ

れた．小笠原諸島における本種の分布は，菅野ほ

か（1980）や Randall et al. (1997) によっても報告さ

れている．また，キビレカワハギは神奈川県三浦

半島（山田・工藤，1997），和歌山県白浜町（松浦，

1997；池田・中坊，2015），みなべ町（池田・中坊，

2015），高知県土佐清水市以布利（鐘，2001），九

州西方の東シナ海（Shinohara et al., 2005），および

八丈島（Senou et al., 2002）などからも報告されて

いる．また，鈴木・細川（1997）は兵庫県浜坂町

釜屋から得られたキビレカワハギ 1 個体（OMNH-P 

8095，体長 288.0 mm）を報告しており，これが本

種の分布の北限と思われる．

なお，鏑木（2016）は種子島近海から得られた

カワハギ科魚類の写真をウマヅラハギとして報告

したが，体が一様に灰色を呈し，鰓孔が眼の前半

部下方に位置することから，これはキビレカワハ

ギであると考えらえる．キビレカワハギの鹿児島

県における記録はこれに限られ，これまで本種の

宇治群島近海からの報告はなく，宇治群島近海に

おける魚類相を調査した Motomura et al. (2016) にも

記録されていない．したがって，本研究の記載標

本は宇治群島からの本種の標本に基づく初めての

記録であると同時に鹿児島県からの 2 例目の記録

となる．

比較標本　ウマヅラハギ Thamnaconus modestus: 

KAUM–I. 71405，体長 241.6 mm，鹿児島湾，2015

年 4 月 13 日，鹿児島市中央卸売市場魚類市場で拾

う，畑　晴陵．
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